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明
治
新
文
化
の
雄
設
者
と
し
て
.1

世
を
指
堪
し
、
政
治
經
濟
社：

脅
育
英
そ
の
他
詠
.般
本 

新
•の
栉
針
と
な
ら
れ
た
先
生
の
ゆ
大
な
る
.業
顧
に
つ
い
て
は
八
&

^
苜
を
^
し
な
い
で 

あ
f>
•っ
。
先
生
は
®
に
新S

本
の
站
石
で
あ
つ
た
。
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o

し
き
文
化
创
造
へ
の
歷
il
l
的 

存
在
で
あ
づ
た
。
先
生
を
知
ら
ず
し
て
新
=
本
の
文
化
と
發
展
と
を
語
る
祺
は
出
來
な 

い
o
然
る
に
先
生
の
著
作
は
目
下
诰
跄
な
る
金
以
外
.に
取
行
本
と
し
.て
世
.に
行
は
れ 

て
ゐ
る
も
の
は
殆
ど
稀
で
あ
り
、
然
も
近
時
.先
也
の
郛
带
を
^
求
す
る
の
碚
は
愈
!

 ̂

ま
り
つ
つ
：あ
る
。
こ
の
時
に
常
り
本
文
诹
は
攸
火
な
る
先
生
の
人
と
思
想
と
を
苋
人
に 

0

へ
む
辦
>ど
誇
£»
し
.き
義
務
な
り
と
倩
じ
、
，先
坐
の
漭
作
屮
姅
に
有
名
に
し
て
'm
双
な
.
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諸
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V潔
び
こ
のj

卷
を
成
し
た
6

の
で
あ
.る
。
对
女
老
矜
を
.間
'は
ず
：

g
級
の
如
何 

な
ス
メ
5,
|
.ぜ

ず

莳

も

現
代
：：：

本

の

文

化

に

關

心

を

布

す

.る
人
々
か
來
つ
て
本
#
を
一
睛 

せ
ら
れ
、
大
福
深
の
生
け
る
.思
想
と
人
格
と
^
胤
れ
む
#
を
着
ふ
も
の
で
あ
：
.?
>
0ノ
.

.內
容
/
福
择
全
热
緖
首
.學
問
の
す
X
め
：
^

0
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瘠
我
憷
の
^

明
治
十
年
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茈
公
論
.
女
大
學
S
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新
女
I
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駿
請
怨
％
=
.禪

深

氏

嘉

分

配

.
の

記

慶
 

應

.
が

熟

ー

軍

發

贫

の

記

..

.找
肚
.
の̂
一
言
，今

财

ほ

.料

神

.驗
靑
必
2

、
.
.
一
一
，
：
.
ち

ん
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.
土
夂
の
：.説
，
.
M制
も
亦
た
#
快
な
る
亂
；
0*
本
|5
%
の
：科#
 

.私
％
義
拍
に
就
て.

來

京

•
神
卬
區「

一

ッ
橋
通

店

搌
發
柬
攻
ニ
六
ニ
四
〇 

常
話
.九
.段

1

A'
七
へ
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文

明

諭

之

概

略

定
間
扣
十
较 

一，送

料

四
0

明
始
刹
卬
急
激
な
る

逸
^
a-
:
義
と
頑
冥
.な

る

保

守

主

義

.

.

」 

相
顿
執
し
て
、
社
#
の
人
心
適
歸
す
る
:i
こ
ろ
を
知
ら
•さ 

る
位
機
に
常
っ
て「

文
明
^
之
槪
咯」

六
卷
は
*
文
明
と 

は
何
か
、
文
明
の
檩
的
は
如
何
を
、
來
四
宙
今
の
祺
鉞
を 

參
照
し
て
雜
細
適
切
に
論
じ
、
以
っ
て
一
世
を
指
導
せ
る 

1

大
#
世
策
で
あ
リ
、r

大
文
明
批
評
で
あ
.り
、
I

に 

歷
史
的
愤
値
を
失
ふ
事
な
き

大
雜
述
で
あ
る
。
H
鄉
m
洲 

翁

0
如
き
常
に
こ
_れ
を
愛
請
し
'て
少
布
子
弟
に
も
こ
れ
を 

勸
め
た
と
い
ふ
。
先
生
'の
主
義
侦
神
と
卯
の
平
素
の
一
一

#
 

の
蘇
く
と
こ
ろ
'ば
此
の

J 
0

に
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±

つ

て

も

ほ
^
窺
ひ
知
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部

が

出

來.5
.で
あ
'ら
ぅ
。

「

趿
深
损
集
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.と
併
敏
せ
ら
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む
事
を
.切
留
：す
る
所
以
で
ぁ
る
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シ
ハ
ド
テ
ィ
•，H

ッ
プ
夫
#
は
作
年
め
春
夏
に
亘
つ
，て
露
西
®
,
訪̂
問
し
.て
其
視
察
の
結
果
を
發
表
じ
た
。
彼
等
の
.閱
歷
聲
名
は
人
を

し
て
此
の
、：ソ.ぎH::

ト
德
西
遮
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を
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殊
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注
意
を
以
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讀
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會
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の
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。
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會
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し
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し
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と
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1
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國
_
士
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爲
め
に
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そ
の
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會
主
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と
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猶
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の
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由
黨
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._は
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守
黨
員
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な
る
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.日
常
茶
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事
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ら
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め
る
こ
、と」

に
あ
.る
と
霄
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負
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ま
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で
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^

^
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八
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々
、
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：初

期f

め

は
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て
ゐ
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i

%

み

璧

ず

、
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普

涵

英

國

紳

士
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1面

十

年I

に

望

り

フI

T

い

所

で

參

ろ

.
.
H

ッ
グ
は
.其P
フ
ネ
ピ
.、■ヤ 

衆

は

意

集

產

議

ハ

今

ロ

の

塵

で

.い
：ふ

社

會

襄

計

窬

.蕾
の
主
張
者
で
あ
る
か
ら
、
此
點
か
ら
免
れ
ば
、
彼
れ
.、〜

エ

ト
.露

蜜

の

義

$

属

她

歲

孕

べ

き

こ

^
は

當

初

當

鎖

し.#
1

奋

の

編

：

「

漸

次

塞」

c

g

l

l

s
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Q

確

信

奪

.あ
つ
'て
、
社
會
主
義
社
會
の
決
し
て
一
朝
に
し
て
靈
し
難
く
、
令
幾
多
無
數 

の
社
宴
策
的
施
設
を
進
め
て
行
く
こ
と
が
此
因
的
に
到
達
す
べ
き
唯 

一.Q

途

で
I

と

い

ふ

こ

と

を

常

に

繰

返

し

.
て

カ

說

し

た

。

故 

に
S

S

て(
1

八
九
六
年)

發
表
じ
た「

フ
5

ヤ
ン
政
策
の
報
吿」

の
一
節
は
、
本
協
會
は
ブ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
と
有
產
階
級
と
の
闘 

S

於
て
.社
會
_

の
全
.問
題
が
唯
：一
.囘
の
總
選
擧
、
響

に

於

け

る
た
ド
マ
個
^

瞬

即

の

到

來

し

得

べ

含

I

信

じ
I

。
'社

會

民

主.々

義

奮

も

の

は

一
®:
の
：̂

^
柳

金

？

っ

に

漸

次

に

部

分

^

I

あ
I

而
し
て
其
の
各
部
分
は
他
の
幾
多
の
提
案
中
の
一
た
る
に
過
ぎ
.ぬ
で
t

ぅ
。
社
會
黨
の
任
務
は
此
等
の
案
を
提
出
し 

且
つ
邊
行
に
努
め
s

f

-
世
s

-h
に
於
け
る
割
紀
元
的
危
機
I

I

.
い
で
ゐ
る
や
ぅ
な
凡
て
^

'ン

協

會

以

外

り

他

办

園

馏

に

加

奪

ル

こ

^
を

希

望

す

る

、

と
：言

0
だ
の
'で
|
0
:
:
.
又
此
--
-
*派
が
從
來
度
々
の
機
#
に
マ
ル
ク
ス
り
^

紘
_
卻
を
排
斥
し
又
は#
笑
し
.た
こ
と
も
鉗
ら
れ
：.て
^
る
‘。
此
ガ
角
か
ら
見
れ
ば''
.暴 

的
ボ
：ル
，

V
H

#'
ズ
.ム
_は
無
論
.フ
-

H,

ビ
.ヤ
；
チ
ズ
ム̂̂
^

ソ
エ 

>
 政
府
が
成
立
し
.て

か

ら

十

五

年

H

な
：
る
：
Q
: '
一
 

方

：に
於
て
：
英

國

勞

靈

^
ょ
：
る

フ

：
エ

ビ

ャ

：一一
ズ

ム

の

實

_

は

今

日

一

頓 

挫

杧

會

つ.霞

が

あ

る'°
一
 

九一

ー

四

年

と

苘

ニ

九

钜

左

1

度

：の.勞
働
黨
内
閣
に
、彼
れ
は
：一
度
：は
商
工
大
固
、
一
«
比

,«
段
大
苗
と
し
て
、

參

加

し

た

が、
.此
內
閣
は
集'產
、王
義
實
親
：の.
向̂

に

向
.つ
.て
は
'直
接
に
：は
何
程.：の
成

，
績

も

！
智

 

此
漱
驗
は
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H

ッ

ブ

の
：
_

心

境

，
に
何
の
•變
化
を
も
撤
さ
な
.か
0
た
か
否
か
0
エ
，
ッ

ブ

夫

妻

を
^
て
..露
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^
視
察
に
)1
1
1
:
'
ヵ
し
め
た
も
の
^
资
4
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義
ヵ
..ら
、社
會
主
麵
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的
推
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凝
譏
め
念
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あ
や
龙
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彼
れ
は
い
ふ「

此
^
の
凝
惑
は
思
:^
に
シ

ド

一

一

ィ

ょ
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も
ビ
.ィ
ト
リ
ス
i
エ
ッ
ブ
の
.心
：に
ょ
り
夙
く
且
つ
深
く
侵
蝕
し
た
も
の
で
あ
ら
ぅ
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何
と
な
れ
ば
彼
女
の
考
へ
方
は
ー
暦
憩
敏
且
つ
想 

像
的
で
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り
J
彼
：れ
..の
は
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曆
秧
序
的
沮
'っ
系
統
的
で
あ
..る.か
.ら
，0
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伽
ふ
.る
杧
彼
れ
は
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勞
働
黨
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曆
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駔
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と 

.ぬ
連
載
さ
れ
f

 
.の
I

る
。
前
者
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さ
れ
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の
は
左
暖
六
論
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つ
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ゐ
る
0
、

t
t
l
l 

I
 

 ̂

I

 

I

F

-
 

 ̂

H
r 

.

J

. 

 ̂

^

l

p 

I
 

I

-
 

^

.

.'Is 

:
s
o
f 

Russia Democracy ? 

5) 

g
 p

s
d

-'w
o
r
d

 

i
n
l
e
t

 

R
l
a
，

e 

The F
a
l
.
i
n

 s
i
t

 Russia*

H
h
e 

i
t
i
& 县
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載
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も
の
は
共
產
黨
の
事
を
書
い
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f

l
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o
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e
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ヨ

i
"
ソ
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ト
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邦
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治
組
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'此
_

篇

を
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す

る

と
、H 

.ッ
ブ
が
ソ
半H 

•ト
露
西
5g
に
同
情
を
持
ち
、
其
.の
制
度
書
を
餘
程
滿
足
し
て
紹
介
し
て
ゐ
る
こ
と
が 

明
：で
I

。
諸
論
文
？

I
T
h
e

 P
o

l

官

5rl
y
,

の
方
に
寄
稿
し
た
も
の
は
、
割
合
に
分
析
的I

的
で
あ
る
が
、
？
I
 

.Histoiy 
'所
載Q

も
の
.は
、
..ソ
牢h

ト
露
西
f

知
ら
な
い
で
、
之
に
對
ず
る
先
入
主
，に
煩
は.さ
れ
て
ゐ
る
ー
般
多
數
の
■

利
加
人 

に
向
つ
て.

S

經
濟
の
.何
物
た
る
か
を
敎
へ
る
こI

主
眼
と
し
た
も
.の
か
、
努
め
て
其
長
所
を
揭
げ
、
或
は
霊
當
局
著
の
言
說
を 

I

取
次
い
で
ゐ
る
と
見
受
け
ら
れ
る
個
處
も
あ
る
。nヰ
エ

ト

奮
f

於
て
は
他
の
諸
國
と
は
遠
つ
て
生
産
が
利
繼
得.の
.爲
め 

に
行
は
れ
な
ぃ
で
、
麗

S

I
質
の
：最
大
量
坐
産
物
を
供
給
すI

的
を
以
て
行
.は
れ
、
而
か
4

れ
•が
I

の
氣
f

や
資
本 

.家
の
打
算
に
依
て
行
は
れ
な
い■で
、
靈
な
る
計
粛
に
從
つ
.て
行
也
れ
る
と
い
ひ
、
英
、
米
、
露
國
で
全
人
ロ
の
約
四
分
一
が
賃
銀
を 

将
る
こ
と
力
H
來
ず
に
ゐ
る
時
に
露
靈
で
'は
大
衆
的
失
業
が
な
い
と
い
ひ
、

(「

ソ
#
ェ
，
ト

露

璧

和

於

楚

產

業

生

活

」)

普

饔

働

衆

ば1

九ju 
二
年
に
は一
九
..一
四
年
ょ
り
も
變
質
的
に
有
；福
.で
あ
'
 
食
物
、
衣
服
、
靴
、#
宅
を
以
て
沏
つ
た-1
-
]ハ生
^
榜
準
は
碰
實 

に
上
進
し
つX
.あ
る
と
，い
ひ
、

(r

ソ
へ
并

.

エ
' ト
露
西
瓯
.に
於
け
る
勞
働
者

」)

計
爾
經
濟
は
個
人
の

(

欲
望
行
動
等
に
對
す
る
廣
き
、
不
斷
の
干 

涉
を
伸
.ふ
け
れ
ど
も
、
こ.れ
は
.即
ち
全
民
衆
の
自
由
を
進
め
る
所
以
で
：あ

0
て
、
人
：が.是
'を
自
凼
の
咐
進
と
見
る
：か
否
か
は
、
恐
ら
く
彼 

れ
が
有
產
盏
が
自F1
1
に
其
氣
紛
れ
を
恣
に
ず
：る
.こ
.と
と
、
：全
員
：の
五
分
四
に
當
る
無
產
若
が

'其
撰
.
^
^

こ
：と
と
世
界
に
取
つ
て
其
の
何
れ
を
重
要
視
す
る
か
に
由
'て
定

ま

る

で

あ

ら

ぅ

^
言

ひ

、
ハ

「

，，ソ

并

エ

ト

支

配

の
下
に
於
け
る
自3

」
「

ソ

ギH

ト
露
西
亜
は
デ
一
モ
ク
；
？

シ

.ィ
な
り
や」

：

)

又
^
^
が̂

1
,時
家
族
生
活
の
.不
安
定
.と
课
女
關
係
の
放
逸.と
を
來
.た
し
た
こ
^
^

あ
る
が
、
.他
面
寶
春
の
.罪

惡

，は

殆

ど

悉

無

と

な

：る

と

同

時

に

最

近

.數
年
間
に
於
て
は
家
族
生
活
の
堅
實
を
蜇
ん
ず
る
傾
向
が
强
く
な
り
.

つ
4
.る
と
い
ふ( 「

ソ
：张
エ
“ト
露
西
晋
於
.け
る
■家
族」)

如

き

は

其

の

ニ

ー

素

此
種
の
觀
察
は
珍
し
く
.な
い
。
併
し
晋
々
は
エ
‘
.
>ブ
の
.社

會

問

題

：硏

究

者

と

.し
て
の
：
半

世

紀
-£
且
る
經
驗
と
其
硏
究
の
淹
^̂

し
て
.ゐ
る
か
ら
特
別
の
紐
意
を
以
て
裳
.の
觀
察
談：

に
耳
.を
傾
け
^

^
る
の
■で
あ
'る
。
.
.
' 

：
.

» 

.

.

. 

• 

- 

. 

.

.

. 

.
'

. 

.
» 

.

.

. 

- 

,: 

• : 

,
 

' 

. 

■ 

. 

. 

-

-
 

/

.

.

. 

.

;
:

、
吾
.々
が
第.V.

に
知
か
た
い
の
は
、
矢
張
り
ソ
年
本>
計
窬
經
濟
：の
將
來
に
就
い
て
エ
ーI

が
®
し
.て
如
何
な
る
觀
察
を
下
し
て
ゐ
る

か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
0
/彼
れ
，は
.固
ょ
り
11
-
|
|經
濟
.の
主
張
考
で
あ
る
か
ら
原
則
上
始
め
か
ら
好
意
を
以
て
之
に
臨
む
こ
と
は
分
つ
て
.

ゐ
る
が
、
興
實
踐
五
の
成
績
に
«
い
て
彼
れ
が
果
し
.て

豫

想

し

た

通

：り
の
，
成

績

を

見

出

し

た

.か
>:

或

は

期

待

に

.
反

す

る

事

物

に

逢

着

し

た
か
、
.其
細
目
に
就
い
て
聽
い
て
見
た
い
の
で
あ
：る
0
:併
し
今
^
の
と
..こ..ろ
セ
ゆ
彼
れ
は
未
：だ
大
體
；の
原
則
以
上
.に
細
か
に
其
實
踐
上

シ
：ド
||

ィ
i
ッ
ブ
の
ゾ*升
エ
ト
蔽
西
麄» 

五

(

七
八
七
：

>



V
ド
；
ィ
.

5
ブ
の
シ
#
エ
ト
.蜃
苺
鸛 

六

(

七
一
八
八

)
の
長
短
を
指
摘
し
て

)

ゐ
な
い
：ぬ

は

遺

憾I

る
o::

)

彼
れ
ば
ゾ
年
雷
經 

る

と

言

つ

て
 

ゐ
る
"「

醫

民

の

間

に

$

で
獨
f

平K 

I

西
I

探

用

装

經

濟

M
織

上
0
肝

要

な

る

馨

の

點

摩

産

業

Q

 
ニ
.
方
の
端
か
ら 

他Q

端

に

至

る

造

、
；
ー
人.
の
利
满
獲
得
者
の.出
じ
や
ば
る
者
な
鳥
一
:人
の

利

子

.坐

納
を
課
ず
る
密
^
.な
v>
と
v>
ふ
こ
と
.で

あ

る
:0
如
何
な
.各
等
級
；に
於)

で
も
、
亦
た
如
何
な
る
資
格
に
於
て'.
^
、
’.積
極
的
に
產
業
忆
協
力

す
る
者
は
、
皆
な
其
勤
勞
に
對
し
て
，
彼
等
と
結
ば
れ
た
'る
檫
々
の
約
定
.に
從
つ
て
賃
銀
又
は
俸
給
を
以
て
支
拂
は
れ
る.」

。
そ

.れ
ど
苘
時

篇
產
は
利
濶
獲
^0
雷

と

I

行
は
れ
埃
い
：苫

國
I

生
活
を
輩
か
に
す
る
爲め
に
行
は
れ
る
。

「

ソ
ギ
エ
ト
產
業 

の
自
的
は
：決
.し
：で
.所
有

考

の

爲

め

：の

金

錢

利

得

で

.は

.な
く
そ
、
常
織
民
に
供
給
す
る.に
：最

良

賓

：
の

能

4
限

り
.最
大
.の
產

額

を

以

.て
す 

る
i

杧

あ

る

パ-&
れ
：
が

產

證

杧

於
.て
，
ソ

ま4
餺

西
0
と

爾

餘

の1«
:
报

名
 

生

產

及

び

分

配

：が

地

海

の

氣

分

氣

紛

れ

や

、

.又

何

十

萬

洽.別
\々
の
.資
‘本
象

、
：.3
1

.て
'の
社
算
や
，

否

な'一
萬
人
0
,國
家

の

公

任.エ
，場

經

營

者.の
決
定
：.に
_も
.委
せ

ら

れ

ず

、
特

定.の
;1
1
3民
や

市

民

：の
部
分.の
爲

め
^
な
.く
、 

•
.現
在
及
.び
將

來

の

全

社

會

に

取

つ

て

何

が

最

皮

で

あ

る

'か
に
就
ぃ
て_ .の
入
念
な
る
全
國
民
的
計
肅
の
主
題
と
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ 

」

5
c
n
c
v
*:
'
p
.
.
1
4
9
.

)

o 

•
エ
ッ
ブ
暴
で
ゴ
ス
ブ
ラ
ン
の
I

職

分

違

：に

就

い

が

戀#

ゐ

る

が

、
li
t

*
經

濟

の

實

蹟

に

就

い

てf

 

.立

.ち
入
つ
た
評
論
ば
試
み
て
ゐ
な
.
W

O勿
論
彼
れ
も
ソ
：平：

エ
ト
.計
窗
經
濟
.の
缺
陷
5$
算
を
看
過
：す
る
者
で
は
な
い
。

r .

幾
年
の
木
斷
の 

.iL

.步

の

後

に

於

て

七

ら

 
一.
ii
l
k則
肅

ば

明

か.に
不
完
金
で
あ
る
。
各
年
は
無
數
の
誤
紙
參
露
す
る

o
.ソ
平
エ
' ト
露
问
跑
で
は
實
行
は
常 

に
設
記
に
及
ば
な
い
。
•能
率
缺
.乏
：は

悛

性

的

で

風

土

病

的

で

あ

る

'0」

併
し
此
等
の
缺
點
あ
る
.に
も
枸
ら
ず
、

マ；
ッ
ブ
は
此
成
續
も
猶
.1

無
計
肅
の
成
績
に
優
る
と
謂
：ふ
の
で
あ
る
。「

雨
か
も
猶
ほ
如
何
な
る
批
評
家
■も
.、此
等
の
條
件
が
與
へ
ら
れ
た
と
し
て
、
計
ま
が
な
か
つ 

た
ら
坐
產
'が
も
'つ
と
多
が
つ
た
ら
5
と
眞
面
目
に
提
_
す
る
-̂
:
の
は
あ
る
.ま
い

。

」

彼
れ
、は
ま.
‘た
利
_
獲
得
の
見
込
と
自
由
競
#
と
が
人 

の
經
濟
的
.努
カ
に
對
ず
る
有
效
な
刺
戟
と
&.
る
こ
>
を
-否
認
し
.な
い
0
:
.
#
1>
'營
利
者
.の
_

の
：增
進
文
は
改
善
で
は
な
い
の
で
あ
る

(

か
ら
、
彼
等
の
，營
利
努
カ
が
社
會
に.有
益
.で
：あ
.る
の
、は
其
偶
然
附
隨
の
結
來
に
過
ぎ
な
い
。
彼 

等
’は
坐
摩
額
&
增
す
&
と
に
努
力
す
る
と
同
棒
の
熱
心
を
以-r
興
競
爭
者
か
ら
仕
事
を
取
る
ヒ.と
：
杞

努

カ

す

.る

で

あ

ら

う

し

、

X
其
生
；
 

產

物

を

摩

い.價
格
で
消
费
者
：

£

供
給
す
る
4
り
も
•；.價
格
を
維
持
：し
、
或
は
之':を
引
上
げ
る
こ
へ
と
に
依
て
其
利
潤'を
、增

す

こ

と

に

遙

に 

熱

心
.で
：
あ
：ら

う

 

>
:と
鑛
ひ
，
.ソ
年
キ
ト
露
.西
项
0
.商
0:
業
制
度
を
.以
ー.て
優
れ
:̂
と
す
る
日
^
^
^

.k

ッ
ブ
，が
特
に
指
摘
す
る.の
は
、
ソ
ギ
エ.ト
：露
西
诞
で
、
多
大.の
.貯
蓄
.と
新
寓
業
>の
建
設
と
.の
行
は
れ
0
1
.あ
.る
こ
と
で
あ
る
。
從
來 

動
各
す
れ
ば
、m
要
な
る
此
の
一

」

の
事
は
^

_の
.刺
戟
為
し
'で
'id
:
§
れ
|

.い
も
の
、
や
う
に
說
か
れ

：H.

ゐ
.た
が
、
露
西

M

に
於
け
る
. 

事
實
，ゆ
如
何
と
い
ふ
に
、

.

.
ソ

.ポ

.，工
.
，ト

»
西

1}
{
1
.
は
將
來
.の
'消
^

#が
«
か
に
ょ
り
高
き
生
；
.活
檩
準
.の
利
益
を
收
め
得
ん
が
爲
め
に
、

「

少
く
.
 

も
其
勞
働
者.が
生
產
し
'0
、
あ
名
も
.の
、
四

分

ご

を¥
々
現
世
代
の
，消
費
者(0
.靈

：か
ら
他̂
管

向

け
0
、
あ
る
。

「

全
世
界
の
歷 

史
に
，於
て
如
何
な.る
國
に
於
て
も
、
私
的
利
潤
な
き
此
社
會

.の
最
近
艽
個
年
間.に
.於
け
る
啟
ど
：
0
大
な
名
部
分
が
國.民
.の
總
所
得
か
ら 

『

^
蓄』

ぜ
ら
れ
て
'.
資

本

財

忙『

放
資』

せ
ら
れ
龙
こ4
は
未
だ
#
て
^

と
'ス
ッ
.ブ
.は
.謂
つ
'て
'ゐ
.る
。
然
'ら
.ば
新
企
業
0
建
設
で
.あ 

.
る
が 

>
'
そ

(0
盛
ん
な
る
こ
.：と
冬
類
例
が
な
い
。
：

.：

「

命
業
ハ
敢
爲.及
び
冒
險
が
問
題
と
な
れ
ば
、

.ソ
#
工

ト

露
两
亜
は
向
不
見
で
あ
る
.か
も 

知
^

a
o否
な
資
本
家.の
！

i

に
は
独
一;か
狂
«
で
あ
.る
か
名
知
れ
：ぬ_
併

1;
翁

友

損

失

の

太&:
:
|

險
を
.胃
し
て
の
企
業
と
歌
爲
ど
忆 

シ
ドI!'

ィ
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•

千
ッ
ブ
©
ソ
評
予
ト
捧
辟
诞
激：.

( 

卞
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シ

ど
'ィ

，
ェ
ッ

.K:の
：：S

#

キ
>.
露

西

迪_ 

ベ
七
：
丸0) 

就
い
.て
は
' 
そ
れ
は
大
膽
不
敵
に
於
て
葡
な
き
も‘の
で
：あ

復

而
^
^

「

仍
蓄
の
.爲
め
に
も
分
業
の
爲
め
：に
も
私
的
利
胸
を
缺
く
可
か
ら
ず
孝
る
こ
と
が
謬

4

あ
る
と
の
證
明
は
決
定
的
で̂

,ソ
f

ト
露
西
f

爾
餘
の
諸
國
と
の
間
迄.け
々
恐
I

最
も
重
要
の
差
異
と
し£
 

.
ッ
•ブ
：が
指
示
す
る
の
は
今
日
の
露
西
卞
に 

■
K

衆
現
f

し
て
の
失
業
が
な
ぃ
と
請
は
れS

る
d

l

o
共
原
因
は
如
何
：

U

在
る
か
ど
•言
べ
，，ば
“
共
産
主
_
者
に
よI
ば
、 

.そ
れ
は
生
産
が
消
費
素
に
依
：て
銃
御
サ
ら
れ
で
ゐ
る
こ

：

と
に
在
I

生
産
及
び
分
配
の
：.全
指
導
と
統
御
.と
を
擧
げ
て
生
產
者
と
し
て
の 

生
産
者(

資
I

た
f

勞
働
f

員

た

る

と

.を

問

は

ず

)

で
.は
なV

V

消

費

考

の

：
社

會

(

政
愛
は
協
同
組
合
ど
し
て.の)

の
代
表 

.者
に
f

る
I

.に
依
て
ソ
デ
ェ
：ト_

§

ど
不
知
不
識
の
：間g

世
界
I

め
つ
.

V

I經
濟
的
秘
密
義
見
し
たo
'
f唐
 

者
I

消
費
f

し
.て
營
利
f

あ
I

る
：一

-
に

よ

.る

產

業

：

の

指

導

の

...み

が

無

限

の

生

產

增

加

と

價

格

の

引

下

げ

.へ

.の
，
妨

げ

な

き

專 

f

保
證
す
る
。
如
S

I

C消
費
者
と
し
S

投
機
又
は
鑫
に
馨
關
係
を
持
た
ぬ

)

に

よ
.る
管
，

み

が

、

競
S

產

業

の

暴
 

_
と
_

と
の
交
代
か
ら
脫
出
すi

i
可

能

な

ら

し

め

ぶ

。

生

產

矣

配

の

，
一

切

が

消

費

者

の

代

表

直

依

て

企

て

|

\

處

に 

於
て
の
み
能
く
勞
働
者
丨
其
檩
準
は
勞
働S

に
.依
て
擁
護
せ
ら
る
、f

の
h齒

气
 

.は
I

定
時
的
太
量
失
業
に
對
し
て
保
全
さ
れ
念
でI

O
し
何
ぅ
し
て
其
が
行
は
れ
る
，か$

御
に
當
る
と
I

で
は
.、
生
產
カ
•の
，增
進
と
消
I

增
f

が
相
伴
ふ
.か
ら
で
あ
る
i

然

に

對

ず

る

豪

の

不

變

の

'增

雄

機

械
 

の
絕
I

る
證
矣
に
一
入
當
り
の
產
額
は
不
斷i

f

。
而
し
？

れ
が
凡
て
賃
銀
に
分
割f

f

l
、
貨
物
I

勞 

.

に
篓
す
る
有
効
需
要
は
必
，然
的
把
之
と
步
を
共
に
す
る
0し
こ
れ
は
共
産
主
義
者

Q.

主
張
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
.るが
、
.H

ツ
ブ
自
身
セ

見
解
.

Q

賛

同

に

傾

い

.て

ぬ

る

こ
と
は
前
後p

語
氣
に
侬
て
察
せ
ら
れ
る.

(nov.p,15.:.3»154)？
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•

右
の
如
き
觀
察
見
解
は
從
來
も
度.々
.紹
介
せ
ち
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
特
に
新
奇
と
稱
す
べ
き
所
は
な
い
。
多
平
の
硏
究
に
_
て
產 

業
組
織
の
理
論
に
精
通
し
て
ゐ.る
窖
の
ッ
ブ
咖
ら
は
、.
.
Mに
進
ん
だ
批
評
を
聽
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
上
記
の
論
文
で
は
未
だ 

其
處
ま
で
議
論
が
進
ん
で
ゐ
欢
い
の
は
遭®
で
あ
る
o 

: 

,

'.
旣
記
め
通
りH

ッ
ブ
は
.ツ
ギ
エ
：ト
計
猶
經
濟.を
辯
護
し
て
、
ょ
し
如
何
な'る
^
點
が
あ
ら
ぅ
と
も
、
何
人
も

「

計
盡
が
な
か
っ
た
ら
生 

産
が
も
つ
と
多
か
つ
た
ら
ぅ«_
と
言
ふ
も
0
は
あ
る
ま
い
：.，と
言

つ

て

：ゐ

る

。

：
一

應

尤

も

で

あ

る

'。
併
し
是
に
對
し
て.は
、
反
對
の
側
か
ら 

別
の
批
評
も
下
さ
れ
得
る
こ
と
を.注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は̂
し
も
弟
命
と
其
に
次
ぐ
無
產
階
級
の
獨
裁
が
行
は
れ
な
か
つ
，
 

た
な
ら
、
革
命
後
の
数
年
又
は
十
數
布
間
に
於
け
る
甚
し
い
生
産
荒
廢
は
起
ら
な
か
っ
た
で
あ
ち
ぅ
と
言
ふ
事
で
あ
る
。
統

ti
數
字
は 

•M
々
.に
出
て
^
し
も
一
致
し
な
ぃ
が
、
例.へ
.ば
グ
リ
.ン

ゴ

の「

ソ
，•年
エ

：
ト

聯

邦

五

個

年

計
！！

：j:

に
從
へ
ば
、
工
業
生
產
額
は

1'

九
ニ
0 

年

に

は

戰

前

、

即
ち
一
九
一
ー
ー
ー
年
の
ー
.
ー

0
.四
％
に
餡
落
し
ノ
農
業
生
產
顧
も-
九

壬

丄

S
年
.、に
は

、

幾

前

：の

五

棚

？

四

^

に

低

下 

し
、‘漸
く
--
.
,九
ニ
五
丄
ー
六
年
又
は
一
九.

H

ハ
i
 I

七
年
に
至
っ
て
始
め
て
戰
前
の
狀
態
に復
歸
し
て
居
る
。
一
九
二
八
年
五
個
钜
計
窬 

着

手

後

，の

生

產

ヵ

增

進

は

確

，か
：
に

急

速

で

あ

る

が

、
：
革

命

”
內
亂
に
ょ
る
荒
廢
を
差:5
1
け
；ば
姚
利
益
は
必
，し
も
火
き
く
な
いo
祝
や
生 

產
カ
壻
進
：の
爲
め
に
懿
西Ji
l
l民
衆
の
掷
っ
た
犠
牲
を-8
1
'算
す
>
に
：於
て
玄
や
。

：

假
り
に
革
命
が
起
ら
なか
っ
た
も
の
と
し
、
國
内
に
平 

和
が
.維
赤
せ
ら
れ
、
ス
ト
ル
ィ
ビ
ぐ
ノ
の
農
業
改
革
は
着
々
：と
進
行
レ
':
:
>歐
米
諸
國
と
の
貿
-#
は
順
調
に
行
は
れ
、
資
本
は
_
出
に
此
等

シ
ド
-一
ィ
i

ッ
ブ
の
ソ
*升
エ
ト
辟
西
31
觀 

\九

(

七
九
一)



シ
r

一一 

ィ,

ッ
プ
の
ソ
并
ェ
ト
雜
西
>
311-

. 

;-C
: 

.

J

i

l
益

名

た

衾

と

し
I

念

i

西

ず

f

ベ
か
ら
ざ
t

l

t

g

s

l

r
 

無
I

I

は
、
詹

_

者
か
ら
見
t

麗

蹵

l

_

f

 
I

 

|裹

^

|

ば
|

藤

1

|

生
產
增
進
l

l

l

s

f

 

I

8

f
重

I
,
し

難
い
，で
あ
ら
う
o

/

-
 

:
 

!

名

ッ

曼

I

 

t

ソ
>
 

T
 

I

:
は
、
.唐

I

す
る
I

霞

は

着

力

I

f

.

步

產

し
て
I

す
I

 

^

を
リ
い
て
I

?
併
し
I

力

Q

I

I

擊

I

I

相

f

 

i

f
は
、
I

義
社
i

い
て
も

1

1

1
唐
物
の
债
格
は
生
産
i

し
I

所
得
を
以
セ
合
f

f

以
上
、
唐

物

の

僧

格

は

、
：
全

體

と

し

て

は

、

H

買
I

べ

農

參

遺

し

な

け

れ

I

馨

I

。.

暴

達

參

I

I

篇

所

I

か
I

か

努
I

f

財
s

f

慕

成

票

、
，
のI

.
由
て
I

4

i
。
た
I

物

が

霄
^
^

場
合
は
.
.
.
I

特
i

途
と
特
產
產
部
S

生

產

物

彥

致
.し
.な
I

I

。. 

t

s

題
は
、
如

何

に

し

て

着

I

數
I

。
雪

|

|

|

」

む 
I

。
. I

s

f

f

 

i

f

 

I

1

S

靈

f

の
何
れ
が一

曆

ょ

く

此

任

務

を

艰

た

し

得

べ

き

か

と

い

.
ふ
こ

^
で
..あ

る
9
.
.
:

l

i

f

f
受
け
る
I

い
I

f

、
f

謙

し

て

馨

の

I

受
け
I

は
れ
る 

I

。
生

產

儒

消
I

I

せ
し
む
る
I

行
は
れ
、
從
つ
I

I

御
I

f

受
I

れ 

の
て
あ
る
。
た

龜

資

本
_

l

,

_

s

.

消
I

愚

て

生

管

氣

し

、
(

龜

I

決
し
て
消
I

友
i

か

も

知

れ

ぬ

：？

.併
1>
彼
れ
は
自
己
の
利
益..に
忠
實
な
る
限
り
、.
.唑
漉
當
務
渚
.に
對
し
て
は
忠
猶
な
る
消
費
者
利
害
の
代
表
^
と
し
て
之 

に

哲

へ

の

で

ぁ

る

)

社

-#
圭
義
»
で
は
國
家
.機
關
が
そ
れ
を
行
ふ
と
：い
ふ
丈
け
：の
羞
違
が
ぁ
名
に
猶
ぎ
な
い
。

.然
る
に
此
兩
者
は
、
夫
 々

如
何
'.にし
'て
生
迤
を
統
御
す„る
か
と
い
.へ
ば
？
企
業
家
.は
い
ふ
迄
^
な
..ベ
生
産
物
の
市
場
價
格
と
.生
産
手
段
の
沛
場
價
格
と
を
比
較
し 

_

て
そ
の
生
産
す
'ベ
き
も
の
-v
種
類
品
質
數
量
：を
決
定
す
る
が
、
國
家
機
關
は
如
何
に
し
セ
之
を
行
ふ
か
。
ソ
年
；
ト
制
度
は
今
後
原
則
と 

1
て
.市
場
.を
保
样
し
、.
.生
產
物
の
需
铪
に
應.じ
て
其
市
場
價
格
を
騰
落
せ.し
め
、
是
に
由
て
其
生
產
の
方
向
を
定
め
る.積
り
で
ぁ
る
か
。 

或
ft
原
則
^
し
.て
之
hに
.據
ら
な
：.い
方
針
ー
で
ぁ
；
る

か

0
'若
，し̂
市
場
價
格
に
據
ら
■*
い
と
す
れば

、

一
の
^

®

が̂
消
！g

客
の
痛
切
に
要 

す
る
所
で
‘
务
か
否
か
を
何
物
に
曲
て
剕1

^

か̂
0
生
齑
方
*
の
決
^
は
全
く
手
搜
：妒
若
し
く
は
手
當
り
放
題
と
な
り
、
國
家
自
ら 

.

.谷
個
入
：の
象
計«
箅
を
規
定
す
る
所
ま
で.立
ち
入
.る
；
に

ぁ

ら

ざ
.る
限
り
、
生
產
.
0種
類
數
量
が
消
費
者.の
.要
求
に
適
ふ
と
い
.ふ
こ
と
は 

保
障
さ
れ
な
ぐ
な
^
'
'
で
^
ち
，ぅ
：0
. 

ぺ
ソ
：
 

:

'

:

,
 

.

::

:以
上
消
費
財
だ
る
坐
產
物
に

：

棘
い
て
言
づ
ー
た
こ
士
は
、
消
費
財
を
輝
る
：べ
き
坐
產
財
1
更
に
*
坐
產
財
を
迸
る
.ベ
き

生

產

財

の

.
生

產 

に
：

就
：；S

て
.も
適
用
.を
.れ
る
0
例
'
ば̂
鐵
や
石
炭
：や
木
汩
林
等
が
、
永
や
空
氣
の
、如
X
海
り
餘
つ
、て
、ゐ
.
る

な

ら

問

題

は

な

い
が
、
さ
ぅ
で 

.

.な
s
.-:
i
す
&

、
.：此
の
：不
足
せ
る̂:
(0
を
如
何
な
.る
種
類
の
生
_
に
、
如
何
な
.る
震
に
充
用
せ
し
む
べ
き
か
。
：
此
場
合
若
し
此
等
の 

へ.も
の
^
市

奮

格

.を
成
立
ぜ
1;
む
各
.な
6
ば
フ
問
題
.は
簡
單
^
ぁ
.̂
?
價
格
は
比
較
的
撖
弱
な
る
需
耍
者
を
排
斥
し.て
需
¥
.
供
給
と 

:
.を
苑
も
合
致
せ
^

ゐ̂
痺
奪
に
定
ま
.，辱

^
6:
ラ
0
.
1
^
等
の
：坐
產
財
迎
箸
を
如
何
な
：る
雙
ロ
に
於
て
生
產
ず
べ
-き
.か
.を
^

}
#市
場
價
格
に
由
^
狄
定
：す
れ
ば
:"
-

即̂
ち
.其
生
產
：'«
'
に
战
し
文
市
場
價
格0
高
^
も

：
の

か

ら

先

づ

生

產

す

る

こ

^
に

す

れ

ぼ"
~ 

:

-
.シ’ド
-フ
ィ
’
エ
ぞ
ブ
^
ソ
弁
ネ
卜
辕
辟
駔
激
 

：
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f
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5
. 

(

I

し

簡
I

I

。
.例
し

靈

財
i

崖

財

.緯
い

七
I

霜

蓮

学

i

l

l

 .鐘

落

：のI

く

生
產
の
方
向
讓
數

I

汍

定

す

き

處

す

れ

ば

市

場

經

濟I

.つ
5
 

唐

業

を

鍵

I

S

I

I

S

fと

は

固

ょ

I

當

I

で

看

が
>

I

E
て

塞

に

着
 

V
Rは
-;
,
4
.
多

べ

の

問

顏
I

O

.老
練
i

き

ブ

處

點

W
.で

楚

今
只
ソ
乎
エ
ト
■計
書
經
濟
の
成
續
を
批
I

f

の
.は
、
；.必

寫

處
に
達

.‘の；比

.例

 ̂

唐

物

ヴ

n質
の
.低
下
.せ
る
こ
>
c、
を

指

辦

す

る

や

ぅ

で

あ

る

o
,今
0
の
-所
雲

本

：主
義
經
濟
では
、
比
例
的
坐
產
は
市
場
機
權
に
依
て
保
障

さ
れ
'
:
.
不
足
せ
f

の
は
騰
貴
む
、
有
り
餘
る
も
の
は
下
落
す
る
こ
と
に
依
て
唐
の
擴
愛
は
縮
小
が

促
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ 

る
o
,勿
論
此
の
市
場
機
鞲
の
作
用
は
、決
し
て
達

I

も

f

な
.い
こ
_名
あ
る
が
、冤
に
角
市
場
價
格
の
高
俄
と
.ヤ
ふ
と
と
'に
依
て
、
生
産
諸
部
門
f

に
無
關
係
に
：生
產
I

減
す
る
と
い
.ふ
こ
と 

は
制
御
さ
れ
て
ゐ
る
o
.方
今
.ソ
营
ト
露
西
亜
に
於
て
生
產
|

性
の
逞

如

が

頻

り

に

指

摘

さ

^
^

浩
し
く
は
市
場
篇
の
麻
輝
に
ょt

の
I

な
け
れ
ば
I

■
ぬ
o
.即
ち
特
I

產
物
の
欠
乏
又
は
_

が
f

s

場
價
格
^
^

S

れ
ず
、
羞

響

I

が
直
I

此
の
價
格
.の
高
低
.に
f

て
生
I

伸
縮
す
I

.
い
ふ
事
が
行
は
れ
な
い爲

め

に

、

全
體
と
し 

て
の
生
産
I

增
大
し
て
.
も

、

I

物
相
互
S

に
比
例
が
失
は
れ
、
：極
端
に
い
へ
ば
、：
妨S

.か 
>
:
原
綿
が
供
給
さ
れぬ
と
か
、
達

の
I

は
增
加
し
て
も
運
輸
機
關
が
缺
乏
せ
る
爲
め
生
I

I

需
要
者
の
手
に
I

し
な
い 

で
、
.
.
空
し
く
其
原
産
地
に
堆
镇し
て
ゐ
る
と
.か
い
ふ
類
■

貨
が起
.る
の
で
I

。
と
れ
黛
し
て
經
濟
計
霉
I

が
朱
^

:

で
あ
り
、
計
攝
並
に
訐
鐵
遂
行
の
機
關
が
ま
だ
不
備
•で
あ
る
爲
め
に
起
る
の
で
あ
る'か
、
或
は
.市
場

儐

格

.の

作

用

を

排

除

す

る

計

褴

經 

濟
其
者
に
.必
然
避
け
難
き
缺
陷
で
あ
：る
が
。
此
點
は
更
に
周
密
な
る
考
察
を
要
ず
る
で

.あ
ら
ぅ
。
即
ち
ソ
ヰ
エ
ト
制
度
は
消
費
盏
の
代 

，表
#
を
し
.て
生
産
：を
統
御
せ
し
め
る
と
言
ふ
も
の\

市
場
機
構
の
廢
.[
|
-
:
は
：却
て
此
統
御
を
薄
弱
な
ら
し
め
る
結
果
も
あ
る

こ

と

を

考 

へ
ブ
な
け
れ
ば
な
ら
な
ー
い
の
ヤ
あ
る。
.
.

■-
■

.
-

.
' 

.
生
產
物
品
質
の
低
下
も
亦
た
こ
れ
と
同
で
く
消
費
者
の
.統
御
の
：薄
弱
を
7K
す
冬
の
で
あ
る
，，
五
個
年
訐
！

|

遂
行
に
於
て
第
‘一
に
は
生 

産
物
數
量
の
增
加
が
蜇
要
視
さ
れ
てゐ
，る
。
固
-±
り
生
產
物
品
質
.の
，精
^
も
.決
し
て
_
過
さ
；れ
：.て
.，ゐ
る

譯

：で

は

な

い

が

、
品

質

の

吟

味 

は
數
量
の
監
督
ょ
り
も
遙
：に
困
難
で
あ
る
か
ら
、
自
然
有
効
に
行
.は
れ
な
^
。
其
結
衆
が
..注
.々
，遊
しS

品
質
低
下
^
な

つ

'.て

批

評

を

受 

サ
て
ゐ
る
.の
.で
あ
る
。
勿
論
ロpH
質
維
持
：の
方
は
、：.こ
れ
.は
生
產
の
比
例
牲
と
は
異
な
り
、

計
！！
.

經
濟
か
ら
必
然
的
に
除
き
難
い
缺
陷
で 

は
な
^
。
..若
し
品
質
の
檢
蜜.を
8
狗
周
到
に
す
れ
ぱ
其
水
準
を
高
妁
る
こ
と
は
決
し.て..不
可
能
で
は
へ
な
い
：
の
：
で

あ

る

.。

併

し

此

場

合

に 

も

市

場

：に

於
.け
る
隹
进
®
貝
を
許
し
、

者
を
し
て
自
ら
自
己.の
.
滕
買
す
る
商
ロ

 |

の
品
質
を
吟
妹
せ
し
め
、
不
良
：の
も
の
を
避
け
て
良 

好
.の
;?
)
の
..を
撰
擇
せ
.し
め

、
た

な

ら

，
ば

.、
，
陶

汰

は
.遙
に
簡
便
迅
速
:^
行
は
：れ〔

る
で
^

,と
0
诩
§

る
ゼ
，と.に
就
'い
：て

托

ニ

：
九
三.：ー
年

四

月

：
一

.日
か
ら
寶
施
せ
:e
>
れ
、
ぃ1
年
許
$
し
.て
廢
止
ぜ
：ち

れ

た

「

自

動

的

信

用

」

の
經 

驗
：‘の
：洳
#
は
*
人
の
參
考
士
鬼
^
所
が
參
い
0

:

:ぺ
：
.:

•

ふ

,

-；

,
'
: 

.

"•
忒
個
年
奸
截
實
施
^

燊̂
農
當
茼
‘は
國
營
企
業
相
五
間̂

個
別
的
杧
信
用
を
授
受̂

ぐ
手
形
玄
振
り
出
す
こ
と
を
禁
じ
、
國
立
銀
行

'.
^
ド
；！
ィ
ニ
ツ
>
_の
ツ
ザ
'エ
+
_
西

璁

觀

 

ニ

..
三

c

七
九
五..

)



i

寺

I

の
.
f

 

I西
豪 

5
. 

I

.を
し
て
代
っ
て
一_

支
拂
に
1

友

る

こ
_

し
た
。
ン
即i

.れ
に
.由
：て
貨
物
購
入^
^
^

し
、
.

1
業
t

他
i

業

.
へ

何

々

貨

物

の

幾

何

量

を

露

 

當
馨
が
自
ら
直
接
に
之
を
定
め
ず
、

央
i

l

約

若

、
i

_

l

l
鐘

f

眞

i

t

i

l

し
、
霧

S

謹

I

善

.

せ
'ば
、
«
行
は
其
代
金
銮
5

る
も
の
を(

一:方
か
：ら
他
彥
勘
定
べ
^

に
f

授

菅

獨
I

し
む
る
S

I
穴

奢

通

じ

.てs

i
個
年
I

.の

.

I 

然
る
に 

銀
S

I
を
靨
に
す
れ
ば
生
產
物
の_

從

っ

：
.
て

璧

產

歳

f

る

。
：I

雇

る
の
H

S

っ
た
0
.
'
そ
れ
t
 

f
っ
た
I

所
謂
自
動
的
信
堪
ぁ
：
.

I是
S

て
.
I

 

H
;
l

濟
1

律
I

は
れ
る
こ
. 

と
に
欢
っ
tた
.
4

U叩

物

の

參

實

銀

行

、
か

.ら
支

拂

を

受̂

れ
f

物
か
f

苫

备

入

者

の

要

求

に

適

合

す

る

か

：否

.か
は
左
程
注
意
し
な
い
。
，
'即
ち
提
供
者I

か 

W
せ
ら
ク
、.こ
達

し

に

坐

產

物

を

び

取

っ

て

貰

へ

量

い

ふ

爾

と

な

る

P.

即
ち
一
，
春

役

に

立

義

も

の‘、
少
X
も
充
分
役V

立 

た
ぬ
も
の
が
提
供
せ
ら
れ
、
之
に
對
し
て
代
價
が
第
三
者
た

I

行
に
依
I

漂

^

の
.關
係

はf
 

|
せ
、
ら

れざ
る
を

得

な

い

c

即

ち

ィン
フ
レ
工

シ
ョ
ン
で
ぁ
る
。而

し

て

此

弊

害

，
の

爲

め

に

r

自

動

的倩
用」

は

間 

も

な

く

廢

止

せ

ら

れ

V

國
|

業

は
|

の

間
S

供

せ
I

ベ(

き

物

品

の

數I

質

價

格

其

他

の

條

供

給

の

契

約S

び

、.銀
行

は.單
l

i

f
錄

4
い

ふ
f

t

そ

れ

？

ク$

|

る
I

I

I
始

め

て

支 

拂

を

す

る

こ

と

ヒ

改

め

ち

れ

.た
。.是
は
.

1

例

に

過

ぎ

な.い
が

、.無

物

：

の
：：

品

質

は

：蔬

買

奮

身

に

依

'て
最
も
よ
く
、
有
効に
吟
味
監

#
せ
ら
.る
、
浪
息
を
說
明
す
る
も
の.と
見
..て.奸
か
ら
5.
:°

:

'此
等
の
事
實
は
エ
.ッ
.
ブ

の

目

に

采

し

て

如

何

.に
映
じ
た
で
あ
ら
う
か:.
0
.是
に
就
い
て
の
詳
論
を
聽
く
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
物
足
ら 

.ず
思
は
れ
る
-:
°
又
國
營
企
業
_の
.利
?|
1
]は
其
如
何
な
る
_割
合
が
國
家
の
_手
に
歸
し
、
如
何
な
る
，割
合
が
其
企
業
に
與
へ
：ら
れ
る
か
0
此
割 

合
は
度
：九
：變
11
1
さ
れH

來
た
や
う
で
あ
る
が
、'其
の
現
在
の
割
合
と
、
之
の
企
業
當
局
者
の
：努
力
に
及
ぼ
す
影
響
と
に
就
い
て
の
：

H
ッ 

ブ
0
所
見
を
聽
い
て
見
た
い
と
思
ふ
？
國
營
命
業
の
利
潤
は
靠
に
.ー：度
び
其
の
大
部
分
を
擧
げ
て
國
靡
.に
納
附
す
る
と
と
土
疋
め
ら
れ 

た
が
、
其
後
に
至
っ
て
改
め
ら
れ
て
、
其
約.

1

半
は
各
命
業
の
手
に
委
せ
ら
れ
、
各
企
業
は
之
を
資
本
建
設
、
遝
轉
资
金
の
增

加
、
又 

從
業
者
の
：文
化
的
欲
望
の
爲
め
に
利
用
し
て
差.^
:
な
い
.こ
と
に
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
事
帘
あ
る
。
こ
れ
は
.無
論
此
報
酬
に
依
て
從
業
客
の 

御
勉
を
刺
戟
す
る
自
的
で
改
め.ら
れ
た
の
で
あ
.̂
.0

‘各
顏

の

刹
_
の
み
な
ら
ず
、
從

業

勞

働
者
は
何
の
製
に

.依
て
其
勞
働
を
促
ざ
れ
る
か
'°
是
に
對
し
て
共
產
主
義
者
側
か
ら
麗
々

I

れ
i

ソ
I

ト
I

诞

は

I

搾
取
者
が
存
I

、
勞
働
|

果
は
|

勞

證

|

す
る
と
い
ふ
と
と
が
勞
働
に

對
す
る
何
ょ
り
も
强
い
刺
戟
に
な
る
と
い
ふ
說
明
で
あ
名

0
チ
ッ
ブ
も
此
說
明
を
是
認
し
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
。
固
ょ
り
此
主
張
に

或
眞
實
の
含
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
事
實
で
あ
る
が
、
併
し
個
々
の
勞
働
者
が
、
其
の
己
れ
の
勞
働
の
結
艰
が
他
人
た
る
搾
取
若
に
は
歸

等

、.
#囊
働

衮

全

體
§
利
益
と
：な
る
と
い
ふ
確
信
に
滿
足
し
セ
、
'た

V
其
丈
け
：で
：勤
勉
に
，勞
働
す
る
と
見
る
こ
，と
は
樂
觀
に
失
す

る
？
规
.に
ネ
ッ
ブ
自
身
紹
介
し$
ゐ
る
通
り(

，；0
爲

.
_
1
>
. 

2
S

)

今
日
露
西
逋
で
祖
來
高
拂
賃
銀
制
が
採
用
せ
ら
れ
、
.又
賃
銀
率
に
等
級

を
別
や
七
^
が
行
は
れ
て
ゐ
洛
で
と
は”勞
働
衆
が
其
の
勤
勞
鎔
對
し
て
其
に
相
應
す
る
個
別
的
報
酬
を
要
來
し
、

':
:'又
此
を
與
へ
る
こ 

■
 
»

.
'シ
ド
.ニ：
ィ
，H
Vブ
の
ソ
开
干
ト
餘
西̂ 

りr

五

(

七
九
七〕



ゾ

.シ
ド
-

1

ィ

ッ
ブ
の
ソ
律
エ
ト
露
西
：萠
觀 

一

六

、
ブ

、

と
：が
f

カ
裏
勵
す
る
所
以
な
る
こ
ど

|

認
す
|

め
に
外
な
ら
ぬ
？
ソ
f

'

I濟
に
f

基

働

せ

し

む

'る
‘こ
と
は
存
外
闲
難
で
あ
I

。；
現
I

I

名
は
£

年

計

靈

行
の

I

I
が
異
常
な
感
奮
の
泉f

な
つ
て
、

姑
ら
i

s

l
分

物

翯

報

酬
J

奢

I

せ
U
尝

ゐ

I

、
茬

が

|

玄

|

童

f

 

I

恐
I

は
失
當
で
あ

ち
ぅ
。
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,
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.

い

•
.

”
併

し

妾

J

f

 

i

H
 

K

露
西
亜
f

利
の
評
言
の
み
は
T
し
ガ
ゐ
な
い
？
殊
_

國
：ん
た
る
キ
ッ
で
に
^

の
は
例
へ
',
.は
彼
の「

ク

ラ
ア
ク
の
寒
レ
と
し
て
.、
何
S

建

き

'農
民
に
加
.へ
'

る
.如
き
.種
類
の
政
府
'の
霞

で

i

f

ブ 

§
ひ〕

。
併
し
其
ょ
：り
も
重
大
I

不
平
の
種
と
な
.る
も
の
は
、
所
謂
反
革
命
的
言
論
著
作
に
對
す
る
政
府
の
過
酷
な
，る
抑
雁
で
あ
る
。

固

f

此

ば

一
氳

慜

繁

信

t

が
、
而
か
も
猶
1
麗

の

I

s

は
れ
て
ゐ
暴

實
を
否
認
し
雛
く
、
：
旅
行
者
は
、.：ソ
f
K
.ト
に
不
利
な
る
成
心
を
抱
く
者
にI

ず
と
も
、

「

行
政
の
細
I

對
す
る
公
然
の
扼
評
は
派 

'の
何
れ
.

I妄
け

る

ょ
^

I
家
で
無
1

2

る
が
、
人

々

は

蓮

黨
I

I

す
る
极
本
的
反
對
、
又
は■
萬

，一
の
失
き 

對
.す
る
I

♦
又
は
I

主

雙

は

篇

制
I

優
れ
i

す

る

靈
.は
、
內
f
 

f
之

裏

明

す
t

l
怖
れ
て
？

思
想 

家

や

霉

家
I

s

す
る
不
平
S

ら

裏

.い
け
れ
I

、「

彼
等
が
獨
.り
其
表
現
の
S

共
思
想
の
拘
f

感
じ
.て
ゐ
.る

こ

と

は

、

往

來

交

際

の

間

に

明

营

茭
」：

と

言

つ

て.ゐ

る
¥

，
ゃ

き)

。
，
'

*

、

.

.
1實
に
對
■じ
て
は
、'
.西
歐
羅
e
人
I

H
ッ
.ブ
は
之
を
默
過
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
思
想
言
論
の
自
曲
の
抑
腿
は
、
や
が
て
.其

#
社
.の
重
大
な
る
辑
失
とf

o
西
洋
世
#
は
.斯
.る
.抑
壓
が
:-
7音
に
入
間
幸
福
を.縮
小
す
る
の
み
：な
ら.ず
、
又
結
局
に
於
い
て
は#-
# 

取
.つ
.
重̂
太
食
る
撗
失
セ'あ
る
こ
と
を
信
ず
ネ
に.至
.つ
.た
。.：：11
想
象
が
.自
出
に
.そ
の
.好
む
通
ゃ
^
思

索

し

得

る

'に

あ

ら 

彼

寧

は

：斯

：
る

生

題

.

.
^
sv>
で
荃
然
W
効
.に
思
索
す
る
と
と^
5
2來
ぬ
,-
0」「

其
政
府
：の
權
滅
を
保
持
七
て
も
、
其
自
身
の
靈
を
失
つ
た
な 

ら
■ば
、
.：そ
れ
.はI

國
民
忆
取
つ
て
何
の
利
益
が
あ
ら
ぅ̂

.?
§
o\)

と

:#
つ
て
ゐ
る
の
.
.は
、
_
由
、議
に
養
は
れ
た
エ
ッ
ブ
と
し
て. 

當
然
の
事
で
あ
ら
ぅ？

，
.

,'
:

'

•

:

'

'

:

,

所
謂
；ク1
K.T
ク
.
.の：：.

「

淸

声

に

就

い

：
て

M.

ッ
ブ
は
、
或一

:階
級

：
全

體

、
の

人

々

.の

.行
爲
が
社
會
に
取
つ.て
重
大
な
.る
害
を
な
す
場
合
に- 

於
て
は
、
社
會
に
は
之
を
制
壓
す
る
權
利

->
義
務
と
が
あ
る
が
、#
1>
英

國

で

其

：が

行

比

れ

洛

場

合

に

：は

.必
ず
左
：記
の
刖
意
が
行
は
れ
' 

る
と
言
つ.て
ゐ
石
'o
.
,
.
. 

、

:
c
o
:

布
令
の
施
行
は
之
を
地
方
町
村
の
混
沌
た
る

「

民
象
正
義
：

2 

k委
：せ•ず
、I

々
.上
級
栽
i

に
依
る
審
問
の
後
、
明
自
な
る 

栽

可

墓

つ

て

始

め

：て
行
は
れ
る
で
あ
ら
う

？
，
：：

■

0D

右

：の.處
置
が
個
人
的
に
不
當
を
犯
せ
る
者
，の
，み
に
腺
ら
る

V
こ
と
を
保
障
す
る'や
ぅ
、
：.

「

淸
箅」

せ
ら
る
べ
き
人
に
は
必
ず
有
'

:

効
な
.る
^
！

が
與
へ
ら

-る
\
で
.あ
'6
>
.ぅ
0
: 

;

.

:

.

.

.

.

.

(

三)

公
判
廷
に
於
け
る
栽
制
と
刺
決
と
な
し
に
は
如
何
な
る
徒
刑
追
放
又
は
其
他
の
刑
罰
も
課
せ
：ら
れ
ぬ
で
あ
ら
ぅ

0 

<
.0
1

>
:他
の
の
隹
に
就
メ
こ̂
能
漱
ぎ
る
常
祀
對
し
弋
灶
フ
少
く
も
^

あ̂
る
酌
量
が
食
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。

：

,
4
,̂A
id
*
;A
道

的

藤

'又'a
與
の
；7
i
.
T
,
‘

:t
:'l
>
穸
め 

#
に̂

|1
3
:つ
.て
乏
を
な
す̂
思
^

ィ
ぃ
>
ッ
プ
：の
>
并
土
ト
露
.西
.瓶
鄭

'

1

キ

(

七
九
、九)



.

.シド
ニ
イ
i
ッ
ブ
め
ソ
：
5

:;
>
醬

逝

'糠
メ 

.ニ
：，八
，

(

八
:0
0
> 

並
に
. 

'
親
切
に
，対
^
せ
*
こ
と
は
、
'ー
個
人
に
於
け
.る
と
同
じ
<̂
-*
.社
會
に
取
つ
て
も
結
局^1
き
合
は
ぬ
こ
と
を
承
知
し
.て
ゐ
る
か
ら 

で
あ
る
?

:

I

Xと
：
い

ふ

の

：
は

：
蓋

し

英

國

-A
の
常
識
めJ'

様
窘
賛
同
す
る
所
^

ブ
が
.露
.西
亜
.で
最
も
奇
異
且
つ.驚
異
.の
.感
を
以
て
觀
察
し
た
の
は
、
共
產
黨
の
組
織
作
用
及
び
實
カ
で
あ
ら
ぅ
。
彼
れ
は
此
を 

「

ソ
.平H

ト
社
會
の
鋼
鐵
の
骨
興

steel frame)
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萬
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の
共
產
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員
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內
到
る
處
の
.工
場
、
農
場
、鐵
道
、
軍
隊
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軍
艦
、：組
合
等
の
內
部
に
組
織
す
石
總
數
五
萬.の
細
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、
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鋼
鐵
の
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締
め
る
鉸
釘
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へ
て
ゐ
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ハ
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通
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な
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選.せ
ら
れ
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ら
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せ
ら
れ
た
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殊
の
晴
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人
物
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.結
社
.で
あ
る
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黨
員
は
黨
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豫
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訓
練
組
織
で
あ
る
共
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主
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靑
年
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員
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屮
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ら
選
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さ
れ
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、
十
七
才
か
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十
其
才
ま
で
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務
し
*且
つ
：訓
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受
け.る
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で
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オ
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一
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つ
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七
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ら
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れ
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小
免
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飢
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あ
つ
て
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す
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0
共
產
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普
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政
黨
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異
つ
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し
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黨
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叁
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も.あ
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節
撒
、'正
直
、
為
行
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す
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あ
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井
產
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何
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と
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ば
、
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產
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西
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ら
る4
他
の
：
何

れ

か
0
政
治
機
關
が
、.過
去
+-
年

間

吃

於

て

：
共

產

黨

ょ

り

も

近

に

ょ

く 

露

西

蓝0
役

に

立

つ'た
で

あ

：ら.ぅ
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營
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械
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れ
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檢
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述
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